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サイエンスリサーチ科

「サイエンス研究」(3年生) いよいよ集大成!!

サイエンスⅠ・Ⅱを経て、今まで取り組んできた探究活動もいよいよ集大成

の学年になりました。今年度は、1学期に「サイエンス研究」(2単位)として

今までの成果を口頭発表という形式で発表、さらには論文としてまとめてもら

います。今年度は金曜日に実施する関係で昨年に比べ若干回数が少なくなった

こともあり、少しタイトなスケジュールになっています。各グループとも、計

画的に進めていってください。

外部での活動を計画しているグルー

プは中間考査前までに計画しよう。

今年度は、「サイエンス研究」(2単位)

を金曜日の２・３限目で実施します。

昨年度の第１回

京都サイエンス

フェスタにて

(京都大学)

今年度も2本の

発表を計画して

います。

昨年度の口頭発表会の様

子(本校にて)

今までの成果をしっかり

伝えてください!!

今までの研究成果を論文

にまとめてもらいます。

読み手に伝わるようにま

とめることがいかに難し

いかということを実感す

るのでは･･･

要旨は、英語で書いても

らいます!!

６/29が論文仮提出の〆切。担当の

先生方にもチェックしてもらい、納

得のいく状態で提出してください。

７/13が論文本提出の〆切。夏休み

にかけてずるずる引きずることのな

いように!!

追実験・追調査等や論文作成・口頭

発表準備はサイエンスⅡの担当の先

生方と相談のもと進めてください。

いよいよ発表本番!! 今年度も保護者

の方も含め外部の方々に開いた形で

実施をします。全てのグループに発

表をしてもらいます。

月  日 （曜） （限） （場所） 内          容

4月13日 （金）
2
3

視聴覚・各部屋 今後の予定・論文作成について。その後、各ゼミへ

4月20日 （金）
2
3

各部屋・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 追実験及び論文作成１・口頭発表準備１

5月11日 （金）
2
3

各部屋・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 追実験及び論文作成２・口頭発表準備２

5月18日 （金）
2
3

各部屋・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 追実験及び論文作成３・口頭発表練習１

1学期中間考査　5月21日（月）～5月24日（木）

6月1日 （金）
2
3

各部屋・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 論文作成４・口頭発表練習２

6月8日 （金）
2
3

４会場(物理実験室・物理・
生物・化学講義室)

研究口頭発表練習会

6月10日 （日） 全日 校外 第1回京都サイエンスフェスタ(理系代表2本)

6月15日 （金）
2
3

各部屋・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 論文作成５・口頭発表練習３

6月22日 （金）
2
3

複数会場 研究口頭発表会

6月29日 （金）
2
3

各部屋・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 論文作成６【冊子原稿仕上げ・仮提出】

1学期期末考査　7月3日（火）～7月6日（金）

7月6日 （金）
2
3

各部屋・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 論文作成７【冊子原稿仕上げ】

7月13日 （金）
2
3

各部屋・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 論文作成8【冊子原稿仕上げ・本提出】



４月の予定

いよいよ本格的に探究活動がスタートします。検討に検討を重ねて何とかたどり着いた研究テーマだけに、是非、各

グループとも思いをもってこの一年間じっくり取り組んで欲しいです。その成果は11月時点のものをポスター形式で、

また、その前段階として７月中旬に1年生も参加のもと途中経過を発表してもらおうと予定しています。11月以降は研

究内容を深めると同時に、学会やシンポジウム等の発表や外部での活動に積極的に参加してもらいたいです。月曜日に

実施する関係で例年に比べ回数が若干少ないこともあり、活動時間を有効に利用したいものです。

探究活動を楽しんで、そして深い内容に

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます!!ようこそサイエンスリサーチ科へ

研究分野 研究テーマ 担当 教室

松浦T 生物

講義室

色々な無限小数をｎ進法で有限小数にする

(7名)

一番速いボールやスマッシュを

くり出すときの腕の振り(3名)

永田T 136教室

奥西T
化学講

義室

数学

その他

火星での植物生育法(5名)

山口T
物理

実験室
ＶＲ酔いについて(7名)

色鉛筆を消せる消しゴム(4名)

ペットボトルを用いた風力発電機の研究

(6名)

だし(2名)

種岡T
化学

実験室

北山T
物理

実験室

キメラの表現型の比較(6名)

イヌの声に言葉は存在するのか(2名)

地学

物理

化学

化学

物理

生物

生物

村上T
生物

実験室

秋田T
生物

実験室

身近な植物の微生物との反応(4名)

組織培養で3色のカーネーションを作る

(3名)

ヒドラの容易な駆除をめざして(2名)

様々な食品においての乳酸菌の

はたらきについて(5名)

生物

生物

生物

生物

◎４月16日(月)

自然科学分野：ゼミ活動について(視聴覚)→各ゼミへ(活動開始)

人文科学分野：資料検索について(図書室)

「サイエンスⅡ」(２年生) 本格的な探究活動スタート!!
今年度は月曜日の

７限目で実施します。

今年度は是非、学会等での発表や外部

での活動に積極的に挑戦しよう!!

新年度になり、テーマ等の

内容を考慮し、担当の先生

を調整しました。最初の時

間がスタートする前に、準

備物等必要に応じて担当の

先生に声をかけ打ち合わせ

をしておいてください。

◎４月23日(月)

自然科学分野：資料検索について(図書室)

人文科学分野：ゼミ活動について(視聴覚)→各ゼミへ(活動開始)

ご入学おめでとうございます。皆さんとお会いできることを心待ちにしていました。専門学科であるサイエンスリ

サーチ科は、普通教科と専門教科をバランスよく、また深く系統的に学習します。その中で、特に特徴的なものが3年

間継続的な探究活動であるサイエンスⅠ・Ⅱ・研究に取り組むということです。「用意された答え」がない「問い」に

対して、正しいと思われる「答え」を仲間とともに、導き出す経験を積んでもらおうと思います。さらに、その成果を

発表・発信できる力を育てたいと考えています。

1年生のサイエンスⅠ(月曜日６限目)では、今後の探究活動を進めるにあたっての基礎を学び、自分自身の取り組み

たい研究テーマの検討を夏以降始めます。大きなイベントとして夏季実習プログラムがあります。今年度は７コースを

計画しており、自分自身の興味関心に応じて選択してもらいます。そして、その成果を早速ポスターにまとめ、発表す

るという経験を夏以降積んでもらう予定です。楽しみにしておいてください。

植物園実習(京都大学) 哲学実習(国際高等研究所) 舞鶴臨海実習(京都大学) 生命科学実習(京都府立大学) まほろばけいはんなサイエンスフェス

ティバル(けいはんな)

４月の予定
◎４月16日(月) オリエンテーション

◎4月23日(月) 「サイエンスリサーチ科に期待すること」(講演) 京都大学 特任教授・大阪府立大学 名誉教授

けいはんな文化学術協会理事長・本校サイエンスリサーチ科アドバイザー 高橋克忠先生

分野 研究テーマ 担当 教室

ことばの派生・変化(2名) 静谷T

和久田T
図書室

発展途上国の教育問題(4名) 中川T

高橋T

LL

教室コミュニケーション心理(5名)

万葉集のイメージデザイン(4名)

人はなぜ同じ失敗を繰り返すのか(5名)

ポイ捨て防止方法の考察(3名)

小中学校における究極の授業を考える(5名)

古園T

鬼頭T

プレゼン

テーショ

ンルーム

国語

国語

社会

社会

社会

国際

国際


